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スターライト玉すだれ「竹取物語」かぐや姫が天に帰る場面

真備町のイメージソング「竹の道」

人間影絵「岡山八景簾絵姿」後楽園の鶴と松 備中神楽と竹風会の出演者全員で五本締め

活動の目的

マービー復興と竹風会10周年を記念して、公演を企画し
た。この公演のために、新創作演目①スターライト玉すだ
れ「竹取物語」②大江戸人間影絵「岡山八景簾絵姿」に取
り組むなか、イメージを掴むためにマービーでの練習が必
要となり、また公演を周知するための広報活動（ポスター・
チラシ配布）が必至となった。練習会場の確保と広報活動
を通し念願の公演を実現させ、次なる一歩へと躍進したい。

活動の内容及び経過

・	2020年４月、10周年記念公演を企画したが、新型コロ
ナ感染拡大に伴い、活動拠点である公民館が使用禁止と
なり活動が休止となった。創作演目は、スターライト玉
すだれ「竹取物語」と大江戸人間影絵「岡山八景簾絵姿」
に決定し、自宅を稽古場として、少人数で稽古を続けた。
2021年２月に公演日を11月28日として、マービーふれ
あいセンターを予約した。会員で道具制作、ポスター及
びチラシの作成を計画発注したが、再び４月〜９月末ま
でコロナ禍で活動休止となった。予定の11月28日公演は
無理となり翌年、２月20日に延期した。10月から活動再
開。新作のイメージ創りのため３回マービーふれあいセ
ンターの会場を借りて錬磨する。１月〜２月まん延防止
のため、再び公民館使用禁止。密を避けるための人数制
限等の努力をし、地域の公会堂を使用させていただき、本
番に備え準備、稽古をし公演当日を迎えた。

活動の成果・効果

・	稽古場所が確保できず、地域の公会堂で公演に向けて必
死に稽古をし、マービーの会場で光を当てて動きを錬磨
した結果、その成果を出すことができた。

・	新作のスターライト玉すだれ「竹取物語」は、美しい曲
に合わせ、暗闇の中で玉すだれが光り、幻想的で不思議
な世界が創れた。大江戸人間影絵「岡山八景簾絵姿」は、
語りが面白く、岡山八景の特徴がよく表現され、とても
笑いが取れた。

・	玉すだれの形の変化の面白さや奥深さに、気づいていた
だけた。

・	広報活動が功を奏したのか当日は、大勢の観客が来場さ
れ大盛会だった。

・	会場エントランスに再現した竹林は雰囲気があり、また
10年の活動の足跡の展示も好評だった。

今後の課題と問題点

・	コロナ禍のため、出演希望者が13名になってしまった。
そのため、少人数で運営面のことをも兼ねてするため大
変であった。

・	当日の会場運営は、ボランティアにお願いしたが、募集、
役割分担等をお願いする事前準備が、大変だった。

・	会員の高齢化と会員減少をどうしたらよいか。
・	コロナ禍で、稽古会場確保に大変困った。
・	この度作成した道具類の保管場所をどうするか。

記念公演周知のための広報活動と、新作品上達のための会場確保をする
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